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チーム名 明治大学木寺ゼミナール 大学・学部 明治大学・政治経済学部 関東RiverCycRing
ステージプラン名称 3CO-PLAN ~あなたを癒す 大きなハート OASISWATARASE~

リーダー名 橋本健吾
テーマ RiverCycRingで「観光まちづくり」

本選出場
観光庁長官賞、

渡良瀬遊水地・思川かわまち
づくり賞、オーディエンス賞

指導教職員名 木寺元

メンバー名 石井宏明、川合瑞季、橋本健吾、林田彩音、三浦玲香、安川春奈、吉川知志

東京圏の大人

フィールドワークで自然豊かな
遊水地の魅力を発見！
もっと伝えたい！！！

→渡良瀬遊水地を選定

地域選定

ターゲット

プラン内容

地域課題
２市１町の

連携不足

水辺と人の分離

通過地点

遊水地において
小山市・栃木市・
野木町がそれぞれ
単独の取り組み。

水辺に行く環境が
整備されておらず

水辺に人が行かない

近くに日光などの
人気観光地。

観光客の目的地に
ならない。

経済効果

「関東・東北豪雨」の年の栃木・小山・野木の水害被害総額は約34億円（総務省統計局）
緑道の創出や屋上緑化の設置により水害被害額の１０％を軽減。
日本政策投資銀行「都市を創りかえるグリーンインフラ」（2018年）

運営主体

小山市役所

栃木市役所

野木町役場

グリーンインフラ
として遊水地を活用！

→ラムサール条約
の趣旨に合致！！

BLOOM自転車(シャボン玉種まき自転車)×サイクルアート

わたらせデトックスウォーター

自然の有効活用に伴う
地域住民の生活への還元

CO-breaking

３４億×０.１＝最大３.４億円の
被害額減少の見込み！

減災による被害額削減

平成２９年度日光国立公園
戦場ヶ原周回線道路(歩道)

年間利用者数

一日平均
消費額見込み

観光収入

¥2.634+¥3.240+¥500
あしぎん総合研究所

「日帰り客の消費単価」

電車代＋飲食代＋レンタサイクル代

CO＝ツナガル
つのCOで

人・自治体・水辺が
ツナガル

CO-riding
平成２９年度日光国立公園
戦場ヶ原来訪目的のうち

自然観察、風景見物、写真など
３COプランのそれと重なる割合

年間観光客数見込み

2 1 4 9 4 7 人 0 . 7 5× ￥ 6 3 7 4×

＝年間約１０億２８００万円

自転車の移動式カフェ
”Mobile café”

各地域と遊水地を自転車でつなぐ

２市１町DMOのご提案！
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賑わいのある拠点の創出

滞留拠点”ふらっと”

星空観察ソファ

広大なヨシ原

観光収入だけじゃない！

CO-living 世界一大きなリビング


